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幼稚園の保育参観



小学校の就学時健康診断
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中学校ＰＴＡ役員研修
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高校の「保護者会」
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高校での新入生宿泊研修
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高校での親子学習（ＰＴＡ活動）
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家庭教育推進に向けた主な動き
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「家庭教育力向上のための具体的
方策について」（提言）

平成21年3月
熊本県社会教育委員会議

今後の家庭教育支援方策について
①家庭教育向上プログラムの開
発・提供について

②身近なところにおける家庭教育
支援体制の整備について

③個別の課題に対応するための関
係機関等の連携体制の整備

ライフステージ毎の家庭教育として
大切にすることが望まれる内容



家庭教育推進に向けた主な動き
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家庭教育推進に向けた主な動き
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家庭教育推進に向けた主な動き
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くまもと「親の学び」プログラム

①スタート（乳幼児期）編（乳幼児をもつ保護者向け） 6
②スマイル（小学生期）編（小学生をもつ保護者向け） 22
③ステップ（中高生期）編（中高生をもつ保護者向け） 22
④自立を育むコミュニケーションプログラム（次世代）編（中・高生対象） 11

プログラムの時間 2分～60分

子育てのポイントを身近な
話題から楽しく学んでもらうた
めの参加体験型プログラム



くまもと「親の学び」プログラム展開年次計画
内
容

年度

対象

平成

21年度

平成

22年度

平成

23年度

平成

24年度

平成

25年度

平成

26年度

平成

27年度

平成

28年度

プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
普
及

スタート編
（乳幼児期）

プログラ
ム作成

講座

開始

情報安全プロ
グラム追加

愛着形成プロ
グラム追加

新プログ
ラム開発

スマイル編

（小学生期）

プログラ
ム作成

講座

開始

情報安全プロ
グラム追加

新プログ
ラム開発

ステップ編

（中高生期）

プログラ
ム作成

講座

開始

情報安全プロ
グラム追加

家庭科授
業活用

新プログ
ラム開発

次世代編
（自立とコミュニケ）

プログラ
ム作成

講座

開始

情報安全プロ
グラム追加

家庭科授
業活用

新プログ
ラム開発

モデル園

指定校事業

事業開始 事業拡大

指
導
者
育
成

プログラム進行
役養成講座

養成講座

開始

養成講座

各地開催

市町村等

開催

廃止

プログラム

トレーナー研修

トレーナー
研修開始

（年2回）

研修各地開
催（3ヵ所）
トレーナーの
チーム化

チームリー
ダー研修
開始



くまもと「親の学び」プログラム普及啓発イメージ（当初）
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グ
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践
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座
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ロ
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進行役

養成講座

①

②

③

④

⑤

⑥

プログラム検証委員会

検証結果の

フィードバック

県 の 役 割

（作成）

市 町 村 の 役 割

高等学校等
（ＰＴＡ）

小学校
（ＰＴＡ）

各事業所

中
高
生

中高生

「親の学び」普及啓発イメージ（当初）



各
地
で
の
「親
の
学
び
」講
座
の
実
施

トレーナー登録
１９９人（Ｈ28.1.1現在）
・市町村職員 １０４人
・学校職員 ２０人
・一般 ６１人
・教育事務所 １２人
・青少年の家 １人
・保育園 １人

トレーナー派遣制度（Ｈ２３年度以降）

中学校
（ＰＴＡ）

ＮＰＯ

子育て
サークル

公民館

保育所
幼稚園
（ＰＴＡ）

保
護
者

高等学校等
（ＰＴＡ）

小学校
（ＰＴＡ）

各事業所

中
高
生

中高生

【実施主体】
幼稚園・保育所、小中高校等、
公民館、子育てサークル、事業所等

市町村
教育委員会

県社会教育課
各教育事務所

申請

調整

派遣

教育事務所や市町村教委等から推薦

年2回のトレーナー研修でスキルアップ

トレーナーに
旅費等を支給

トレーナー派遣制度（Ｈ２３年度以降）



普及啓発のＰＤＣＡサイクル



「親の学び」講座実績（Ｈ22～26）

Ｈ２３～
トレーナー制度
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「親の学び」講座実施状況（Ｈ26）

幼稚園・保育所等
及び高校での普及
が課題
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Ｈ２７新規事業

①幼稚園・保育所等との連携を強化

「親の学び」状況調査事業

②高校との連携を強化

「親の学び」研究指定校事業



「親の学び」状況調査事業

幼稚園、保育所等における家庭教育支援の効果的なあり方を
研究、実践する。
①公立益城幼稚園 ②私立画図幼稚園 ③私立菊池幼楽園
※義務教育課、私学振興課、子ども未来課との連携

【取組】

①益城：総会、クラス別（3～5歳児）講座、職員研修等
②画図：定期講座9回（希望者）、職員研修
③菊池：職員研修、クラス別（0～5歳児クラス）講座

【今後】
・成果をまとめ、リーフレットを作成し、県内全ての幼稚園、保育所等へ情報を
提供する。

【調査委員会】
外部有識者4名及びモデル3園長による取組の協議と検証
事務局：社会教育課、義務教育課、私学振興課、子ども未来課
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モデル園での定期講座
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2歳児クラスでの「親の学び」講座
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親の意識の変容が子どもの習慣の定着に



「親の学び」研究指定校事業

高校における「親の学び」プログラム次世代編の効果的
なあり方を研究・実践する。
県立小国高等学校（高校教育課との連携）

【取組】
①宿泊研修 1年「自立とコミュニケーション」
②家庭科 1年「家庭基礎」

2年「子どもの発達と保育」

【今後】
・成果をまとめ、県内全ての高校へプログラムの活用資料や家庭科の指
導案の提供を行う。

【検証委員会】
外部有識者9名による取組の協議と検証
事務局：社会教育課、高校教育課
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研究指定校（高校）での家庭科の授業
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親の役割とは

・
乳
幼
児
と
の

か
か
わ
り
か
ら

・
保
育
者
と
し
て
の

視
点
か
ら

親の役割には、

「養護」と「基本
的生活習慣」や
「社会的生活習
慣」を身につけさ
せるがある。
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今後の取組の方向（課題）

１ くまもと「親の学び」プログラムの改
善・開発（再編集）

２ 「親の学び」状況調査事業及び
「親の学び」研究指定校事業の拡大

３ トレーナーのスキルアップ強化

４ 家庭教育支援チームの拡充
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